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Humor in Morio KITA’s works 
― A search for the sources of his humor―
Hisao NAGAOKA
Osaka Aoyama Gakuen
Summary Morio Kita was born as the second son of Mokichi Saito, a great Tanka poet, and his wife Teruko.  He 
grew up in a wealthy family, received college education to become a medical doctor after some turns and twists, and 
then entered his career as a writer. He won Akutagawa Prize at an early stage of his writer career and continued to 
produce numerous works thereafter. His works are rich in humor, which attracted a great number of readers.
     In this paper the author attempted to analyze his works and search for roots of his humor. Humorous features of 
his works were characterized and categorized in the last chapter. It seems clear that his sense of humor was nurtured 
by his lifelong self-education driven by his intellectual enthusiasm.
 



































































































































































































































































小説 幽霊 (54）、夜と霧の隅で (60)、羽蟻のいる丘 (60)、楡家の人びと　一部、二部、
三部 (64)、牧神の午後 (65)、白きたおやかな峰 (66)、怪盗ジバゴ (67)、黄色い
船 (68)、酔いどれ船 (72)、奇病連盟 (74)、木精 (75)、輝ける碧き光の下で 一部
(82)　二部 (86)、大日本帝国スーパーマン (87)、大結婚詐欺師 (87)、神々の消
えた土地 (92)、父っちゃんは大変人（93)、母の影 (94)、消えさりゆく物語 (00)、
巴里茫々 (12)
子供向け小説 船乗りクプクプの冒険 (62)、ぼくのおじさん (72)
マンボウ・シリーズ（エッセイ） どくとるマンボウ航海記 (60)、どくとるマンボウ昆虫記 (61)、どくとるマンボ
ウ途中下車 (66)、どくとるマンボウおもちゃ箱 (67)、どくとるマンボウ青春記
(68)、人間とマンボウ (72)、マンボウぼうえんきょう (73)、どくとるマンボウ
追想記 (76)、どくとるマンボウ雑学記 (81)、マンボウ人間博物館 (82)、マンボ
ウ夢遊郷 (84)、どくとるマンボウ医局記 (93)、マンボウ哀愁のヨーロッパ再訪
記 (00)、マンボウ阪神狂時代 (04)、マンボウ恐妻記 (05)、どくとるマンボウ回
想記 (07)、マンボウ家の思い出旅行 (07)
エッセイ あくびノート (61)、へそのない本 (63)












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1)  阿刀田高『ユーモア革命』 文春新書 (2001)を参照
した。ここで、ユーモアについて、「少し外れて
49北杜夫の作品におけるユーモアについて





























(5)  望月市恵 (1901-1991)ドイツ文学者。東京大学独
文科卒、旧制第一高校、松本高校各教授、信州大
学教授をへて、信州大学名誉教授。









(7)  河出書房新社　『北杜夫　追悼総特集』(2012) 
p.222-223における斎藤國夫作成の「北杜夫略年
譜」を参照した。
(8)  別冊信評『北杜夫の世界』新評社 (1975) p.174-207
を参照。
(9)  河出書房新社『北杜夫　追悼総特集』(2012) p.34-
35.参照。
(10) 同上 p.129-130参照。



















































































 1)  北杜夫．夜と霧の隅で．新潮文庫．1963．　 
 2)  北杜夫．幽霊．新潮文庫．1965．
 3)  北杜夫．輝ける碧き空の下で．第一部（上），（下）．
新潮文庫．1982．
 4)  北杜夫．輝ける碧き空の下で．第二部．新潮社．
1986．
 5)  北杜夫．母の影．新潮文庫．1997．
 6)  北杜夫．楡家の人びと．第一部，第二部，第三部．
新潮文庫．2011．　
 7)  北杜夫．巴里茫々．新潮社．2011．
 8)  北杜夫．白きたおやかな峰．河出文庫．2012．
エッセイ、評論など
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兄と長女の作品
 28) 斎藤茂太．快妻物語．文芸春秋社．1966．
 29) 斎藤茂太．精神科医三代．中公新書．1971．
 30) 斎藤茂太．茂吉の周辺．毎日新聞社．1973．
 31) 斎藤由香．猛女とよばれた淑女．新潮社．2008．
　
その他
 32) 蛭川幸茂．落伍教師．中林出版．1967．　
 33) トーマス・マン，望月市恵訳．ブッデンブローグ
家の人びと．上，中，下．岩波文庫．1969．
 34) 辻邦生．背教者ユリアヌス．中央公論社．1972．
 35) 別冊新評．北杜夫の世界．新評社．1975．
 36) 辻邦生．西行花伝．新潮社．1995．
 37) 辻邦生．のちの思いに．日本経済新聞社．1999．
 38) 阿刀田高．ユーモア革命．文芸新書．2001．
 39) 菅野琴，西村幹子，長岡智寿子．ジェンダーと国
際教育開発―課題と挑戦．福村出版．2012．
 40) 文芸別冊．北杜夫　どくとるマンボウ文学館．河
出書房新社．2012．
 41) トーマス・マン，高橋義孝訳．トニオ・クレーゲ
ル．新潮文庫．2014．
